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認知症スティグマを感じさせない認知機能検査を開発 

― 質感認知のオノマトペ表現による早期認知症診断ツール ― 

 

概要 

 国立大学法人電気通信大学大学院情報理工学研究科情報学専攻の坂本 真樹 教授と順天堂大学大学院医学

研究科脳神経外科学の中島 円 准教授らの共同研究グループは、オノマトペを用いた質感認知検査(Sound 

Symbolic Words Texture Recognition、 SSWTR)によって、患者さんに心理的な負担をかけることなく、早期

に認知機能の低下を発見できるスクリーニングツールを開発しました。 

本成果は、従来時間と手間がかかっていた心理検査の時間を短縮し、認知症と診断されることへのスティ

グマを軽減すると期待されます。 

本論文は Frontiers in Aging Neuroscience 誌のオンライン版に 2024 年 9 月 17 日に公開されました。 

 

 

 

 

 

 

 

背景 

 認知症の治療介入には早期診断の重要であることが知られていますが、一般の認知症の検査には医師や神

経心理士が時間を要し、また被験者も認知症と診断される社会的スティグマは、過度な恐れを生み出し、医

療機関の受診や支援につながることを遅れさせることがあります。当研究グループは、質感のオノマトペ表

現（擬音語・擬態語の総称、Sound Symbolic Words Texture Recognition、 SSWTR）に着目し、患者さんに

心理的な負担をかけることのない早期認知症診断ツールを開発しました。 

 

内容 

 本研究では、成人慢性水頭症である特発性正常圧水頭症(idiopathic normal pressure hydrocephalus、 

iNPH)と診断された 102 名に対し、質感オノマトペ（SSWTR）検査と一般的な神経心理検査を実施し、軽度認

知機能障害を評価しました。SSWTR 検査では、世代の異なる健常者に予備実験を行い、1000 枚の素材の異な

る物体の接写より 12 枚の抽出し、質感を示す 8 つのオノマトペの選択肢から、その触感を最も反映した回答

を見出し、0 から 1 点の計 12 点でスコア化しました。患者さんにはこの新しい検査のほか、同時にミニメン

タルスケール（MMSE）、前頭葉機能検査（FAB）、欧州 iNPH 認知機能重症度スケール（レイ 15 語聴覚性言語学

習検査 [RAVLT] 、ペグボードテスト、ストループ検査）を実施していただき、MMSE 28 点以上の認知機能正

常群（n=39）と 22 から 27 点の軽度認知症群（n=51）を比較しました。結果、SSWTR のアンケートは 10 分以

内に実施可能で、他の神経心理検査と中程度の相関が認められました。SSWTR は、認知機能正常群と軽度認知

障害群を、ROC 解析で AUC=0.70、 cut-off=7.34（ p=0.001）、 感度 62％、 特異度 74％で鑑別しました。オ

本研究成果のポイント 

 質感の認知をオノマトペ表現で選択する新しい認知機能検査を考案 

 被験者が認知機能低下と判断されるストレスを軽減 
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ノマトペを推察する質感認知検査―SSWTR は、短時間で実施でき、被験者が認知症スティグマを感じること

なく、軽度認知機能障害をスクリーニングできるツールであることが示されました（図 1）。 

図１：提案手法と比較した神経心理検査（左）、提案手法の感度と特異度（右） 

 

今後の展開 

 研究グループは軽度の認知機能低下をスクリーニングできる新しいツールの開発を行いました。検査時間

を短縮し、認知症と判断されることへのスティグマを生じさせない検査は、被験者の負担を減らし、汎用性

の高いこのツールは、一般の方にゲーム感覚で広く使用していただくことで、認知症早期の発見を促すこと

が予想されます。すでにウェブ上で回答できるツールとして実装しているため、どこでも広く本検査を実施

していただくことが可能です（図 2 は回答画面の一部）。なお、本技術は「質感表現評価装置、質感表現評価

方法、質感表現評価プログラムおよび質感表現回答シート、特許第 6979213（出願人：電気通信大学、出願

日：2016 年 10 月 21 日、登録日 2021 年 11 月 17 日）」を活用したものです。 

 

図 2：オノマトペ質感認知検査のウェブ回答ツール画面例 
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用語解説 

*1 オノマトペ：「さらさら」「ざらざら」など擬音語・擬態語の総称 

*2 早期認知症（MCI）：正常な状態と認知症の中間であり、記憶力や注意力などの認知機能に低下がみられ

るものの、日常生活に支障をきたすほどではない状態 

*3 特発性正常圧水頭症：加齢に伴う脳脊髄液の吸収障害により、頭蓋内に脳脊髄液が溜まり、脳が圧迫さ

れ、歩行障害・認知症・尿失禁などの症状が出る病気で、「治療で改善できる認知症」としても注目される。 

*4 ROC 解析：診断用テスト、スクリーニングテストの精度評価、新しい検査法の従来法との比較などに用い

られる。 
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研究者のコメント 

認知症になると質感がわからなくなるという症例報告に着目し、質感を表す際に用いられるオノマト

ペを用いた簡易な早期認知症診断の可能性の検討を開始した 2016 年から、多くの時間を要しましたが、

順天堂大学中島円准教授との共同研究により本手法の有効性を実証することができ感謝しております。

患者さんに負担のない検査ツールとして活用されることを期待しています。（電気通信大学 坂本 真樹） 

認知症と診断される社会的スティグマは、過度な恐れを生み出し、医療機関の受診や支援につながる

ことを遅れさせる場合があります。患者さんに心理的な負担をかけることなく早期認知症を診断するツ

ールを開発することを目的とし、オノマトペ（擬音語・擬態語の総称、Sound Symbolic Words Texture 

Recognition, SSWTR）に注目しました。オノマトペを推察する質感認知検査―SSWTR は、短時間で実施

でき、患者さんに認知症スティグマを感じることなく、軽度認知障害の方をスクリーニングできるツー

ルとして健康診断などでも取り入れていただければ、早期認知症に対する治療介入に役立てられると思

います。（順天堂大学 中島 円） 
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本研究は JSPS 科研費 22H03675、23K24931 研究代表者 坂本真樹 電気通信大学・大学院情報理工学研究科・

教授「質感認知能力の低下をオノマトペで検知することによる認知症早期診断と予防」の共同研究の基に実

施されました。 

なお、本研究にご協力いただいた皆様には深謝いたします。 

 

 

＜研究内容に関するお問い合せ先＞ 

順天堂大学大学院医学研究科脳神経外科学   

准教授 中島 円 （なかじま まどか） 

TEL： 03-3813-3111 E-mail: madoka66@juntendo.ac.jp 

URL：https://hosp.juntendo.ac.jp/clinic/department/noge/ 

 

電気通信大学大学院情報理工学研究科情報学専攻   

教授 坂本 真樹 （さかもと まき） 

E-Mail：maki.sakamoto@uec.ac.jp 

Web: https://www.sakamoto-lab.hc.uec.ac.jp 
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